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令和元年度 南部ブロック県央エリア 

参加型症例検討会（聴講）のご案内 
 

拝啓 皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は、県士会活動にご理解とご

協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、県央エリアでは今年度も症例検討会を企画いたしました。今回は演題発表セッションの終

了後に、演者と参加者の皆様でディスカッションできる場を設けております。症例を通じて知識を

深め、臨床での疑問点を議論する良い機会にしていただければ幸いです。とても有意義な時間にな

ると思いますので、多くの方のご参加をお待ちしております。 

なお、症例検討会終了後に桶川駅周辺で交流会も企画しております。あわせてご参加ください。 

                     敬具                                    

記 

1、日 時： 令和元年 12 月 6日（金） 19:00～20：45（18:30 受付開始） 

 

2、会 場： 桶川市民ホール リハーサル室【プチホール】（桶川市若宮 1-5-9） 

 

3、対 象： 当会会員、またはリハビリテーション関連職種の方 

 

4、参加費： 当会会員（無料）、他士会会員（1,000 円）、会員外（5,000 円） 

 

5、定 員： 50 名程度 

 

6、申し込み期間： 令和元年 11 月 1 日(金) ～ 12 月 5 日（木） 

 

7、申し込み方法 

・県士会 HP の本症例検討会案内にあります「お申込フォーム」から 

お申し込みください。右 QR コードからもアクセスできます。 

・申し込み後、自動返信メールの送付をもって受付といたします。 

 返信メールが届かない場合は、受信リストに「kenou_saitamapt@yahoo.co.jp」を登録後、 

 再申し込みをお願い致します。 



8、発表者および症例紹介 

[演題 1] 

理学療法介入によって歩行機能の改善を認めた終末期転移性仙骨腫瘍患者 

市野沢 由太 氏（北里大学メディカルセンター） 

 症例は 70 歳代後半の男性であり、入院前の ADL は独歩にて自立であった。3年前に肝細胞癌の切

除術を行ったが、今回、転移性仙骨腫瘍（S1-2）の診断となった。初期評価では右下腿筋、足指筋

の筋力低下、感覚障害を認めており、バランス機能の低下や歩行時のふらつきを認めた。そこで、

右下腿、足指の筋力トレーニングとバランス練習を中心に理学療法を行った結果、バランス機能の

改善を認め、歩行が伝い歩き自立まで改善を認めた症例を経験したためここに報告する。 

[演題 2] 

左視床出血により運動麻痺と姿勢定位障害を呈した一症例 

〜座位機能獲得に向けた介入と考察〜 

福田 京佑 氏（上尾中央総合病院） 

 症例は 80 歳代女性、病前は IADL まで自立していた。発症時 CT では左視床出血と診断され、視

床 LP 核〜内包後脚への血腫伸展を認めた。初期評価では麻痺側体幹・下肢の筋出力低下と身体垂

直軸の麻痺側傾斜により座位機能は軽介助レベルであった。そこで直立姿勢獲得に向けた治療介入

として、長下肢装具を用いた立位・歩行練習と外部環境から視覚垂直を付与した結果、静的・動的

座位機能において改善が得られたため、ここに報告する。 

[演題 3]  

入所リハから訪問リハにわたる社会参加に向けた取り組みの紹介 

～腰椎圧迫骨折を伴い、歩行耐久性低下した高齢者の一例～ 

佐藤 由基 氏（介護老人保健施設 一心館）   

症例は 80 歳代、自宅で転倒し腰椎圧迫骨折を呈した男性である。施設入所当初 ADL 車いすベー

スであり、杖・歩行器歩行自立に向け約 4 か月介入し在宅復帰。その際、自宅から約 300ｍの集会

所で行われる老人会への参加希望あり。週 1回の訪問リハにて屋外歩行訓練の他、動線の交通状況

確認、休憩場所の設定、集会所内での動作確認等を実施し獲得。施設内生活から屋外歩行自立し、

地域活動に参加するまでの流れに介入出来たため報告する。 

[演題 4] 

多職種連携による生活機能向上への取り組み 

椎名 亮 氏（介護老人保健施設 ハーティハイム） 

転倒にて左大腿骨転子部骨折し手術を施行、その後、結核菌が検出、3 か月間の長期安静及び身

体拘束によって廃用性が進行した、介護 3の症例に対し生活機能向上を目指しアプローチした。起

居・移乗動作に中等度の介助が必要であったが、多職種で「している ADL」「できる ADL」を評価し、

カンファレンスで「する ADL」を決定し、環境等の調整を行った。その後、生活場面で、多職種で

リハビリを実施し移乗能力が向上した。 

 

9、参加型ディスカッション 

 ・演題発表終了後、4つのグループに分かれて、演者を囲んで演題内容についてディスカッショ 

ンを行います。 

 ・どのグループに参加するかは、参加者の自由選択となります。 

 



10、会場までの交通 

 ・会場となる桶川市民ホールは桶川駅西口より直線で徒歩約 6分程度の場所にあります。 

・お車でお越しの方：有料の駐車場があります（最初の 1時間無料、以降 30 分ごとに 100 円）。 

・詳細は会場 HP をご覧ください。（http://www.hall-okegawa.jp/access.html） 

  

11、お問い合わせ先： 南部ブロック県央エリア運営委員 kenou_saitamapt@yahoo.co.jp 

※件名に「R1 県央エリア症例検討会」と記載してください。 

以上 

http://www.hall-okegawa.jp/access.html
mailto:kenou_saitamapt@yahoo.co.jp

